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まずはじめに平成 20 年 6 月 14 日
に発生した岩手・宮城内陸地震によ
り亡くなられた方のご冥福をお祈り
するとともに，負傷された大勢の
方々や家屋等被害にあわれた方々に
対しまして，謹んでお見舞い申し上
げます。
わが国は毎年，地震や台風・大雨

による風水害及び豪雪等の自然災害
が多く発生し，日々の生活に多大な
影響を与えています。
このような自然災害は世界各国で

も同様であり，今年に入ってからも
ミャンマーのサイクロン被害や中国
四川省大地震など甚大な被害をもた
らしています。
自然災害に対する防災として世界

168 カ国による「国連防災世界会議」
が開催され，わが国においても自然
災害に対する被害の軽減，早期復
旧・復興を目指した，災害対策基本
法に基づく防災対策を行ってきたと
ころです。
自然災害の発生を「ゼロ」にする

ことは不可能であることから，自然
災害における犠牲者「ゼロ」を目指
し，かつ被害の軽減を図ることは，
防災対策の実効性を高めることによ
り可能となります。
このためにも，①防災対策に関す

る意識の向上，②地域防災力の強化，
③災害情報提供力の強化が必要不可
欠となります。防災に関する意識の

向上には，私たち一人ひとりが意識
を高めかつ即時行動を行うことがで
きる意識（知識）を高めることが必
要であり，また，地域防災力の強化
では地域の共助（近隣住民・ボラン
ティア）の体制を強化することが必
要となります。災害情報提供力の強
化では，災害前後における情報提供
力を強化することにより被害状況を
把握（予想）し，迅速な避難行動を
促すことが可能となります。
最近では気象庁が地震災害におけ

る情報提供として，平成 19 年 10 月
1 日から広く一般に向けて発表を始
めた新しい防災情報である『緊急地
震速報』の提供が開始されました。
緊急地震速報では，震源近くで最

初の小さな揺れをキャッチし，地震
の規模や震源を予測し，大きな揺れ
の始まる数秒から数十秒前に発表す
るもので，最大震度 5弱以上と予測
される場合に発表されます。ただし，
震源に近い地域では緊急地震速報が
強い揺れに間に合わないことがあり
ます。また，予測震度でプラスマイ
ナス 1程度の誤差があるといった技
術的限界もあります。
このような情報提供を有効かつ迅

速に活用するためにも日頃から防災
に対する意識を持ち，防災対策・準
備を行うことが重要であり，まずは
身近な家族や地域で話し合い，準備
をしておくことが大切だと思いま
す。

（松本・早川）

編 集 後 記

10 月号「維持管理，延命，リニューアル，リサイクル特集」予告
・「建設リサイクル推進計画 2008」の策定
・FRP船リサイクルシステムの構築
・舗装分野におけるリサイクルの現状
・レール損傷管理技術に関する研究開発の現状
・地下空洞の陥没対策に有効な限定充填工法の開発と適用
・中部国際空港の舗装管理における取組み
・老朽化した有ヒンジラーメン橋補強工事の計画と施工（国道 9号矢井原橋）
・キャビテーション噴流技術を用いた高速清掃装置の開発と応用
・地下鉄営業線内における飛散性石綿の除去工事　石綿除去専用車両の開発
・あと施工アンカーが不要な接着式耐震補強工法
・トラベリング工法による国宝唐招提寺金堂　素屋根工事の計画と実施
・港湾施設のリニューアル―桟橋上部コンクリートの補修
・鉄道鋼製桁上フランジ ライニングシステムの開発とその適用
・砕・転圧盛土工法によるフィルダム堤体の耐震補強
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